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本報告書は、ここ数年に亘って本学沖縄法政研究所の稲福日出夫（特別研究員・本学名誉教授）
を研究リーダーとして芝田秀幹（所員・法学部教授）と共に、「戦後沖縄思想の変遷」とのテー
マの下で共同で追究してきた成果をまとめたものである。
従来、祖国復帰以後の沖縄史研究は、その端緒を開いた新崎盛暉をはじめ数多くの研究者によっ
て積み重ねられてきた。しかし、そうした中でもなお見落とされてきた沖縄史の断面は多々あり、
かつその時間的経過の「水脈」とも言うべき戦後沖縄思想史の研究についてはなお未開拓な領域
と言い得る。本共同研究は、問題の所在を戦後沖縄の歴史を根底において規定してきた思想の変
遷（思想史）に見極め、前出の新崎が従来提示してきた「復帰闘争史観」の下で看過された「エ
アーポケット」としての研究上の空域を埋めることに目的を定めている。
その際の方法として、稲福は「1960年代の沖縄の高校生」に焦点を絞って、とくに高校生の「弁
論大会」に関心を払いながら研究を進めてきた。1962年から66年まで、沖縄代表が、「文部大臣
旗全国高等学校弁論大会」で５連覇を遂げた。その内容、また弁論にかける「執念」とでもいえ
そうなものは、一体何だったのか。それを追いかけてみた。
他方、芝田は戦後沖縄の学生運動、特にその新左翼系の運動に焦点を絞り、その実態を「沖縄
闘争」と銘打ちながら明らかにすることにした。その際、特に関心を払ったのは、①祖国復帰前
の現地沖縄での新左翼系学生運動の生成と展開、②復帰前に沖縄から本土に「留学」して問題に
取り組んだ沖縄出身新左翼系学生運動の生成と展開、③「沖縄人意識」や「日本≠沖縄」の構図
を前面に打ち出して運動を展開した「マイノリティ」系の沖縄出身学生運動の思想と行動、④
「沖縄人」主義を否定して「沖縄人＝日本人」「沖縄＝日本」を改めて訴えつつ「マイノリティ
系」議論に批判を加えた反「マイノリティ」系の沖縄出身学生運動の思想と行動、以上4点であ
る。そして以上を解明することで、「沖縄」のみならず日本国全体の戦後の学生運動の歴史の一
断面を浮き彫りにし、かつそこから今日なお混迷する「沖縄問題」の解決のための一つの「ヒン
ト」を提供することが、芝田担当箇所の目的である。
なお、「沖縄」を巡る政治的問題に関して、稲福・芝田は必ずしも意見の一致を見ていない。
しかし、研究課題を上記共同研究テーマに設定し、その研究成果を世に問う意義については完全
な見解の一致を見ている。本共同研究の成果が、今後の戦後沖縄思想史に関心を持った研究者の
参考、一助となり、また批判、修正されるならば、共同研究を担った稲福・芝田としてはこれに
勝る喜びはない。
令和元年7月26日
1
